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　早いものですね。私のガバナー年度も早くも４ヶ月が経過しました。公式訪問も、10月３日の

ホームクラブ釧路ロータリークラブを最後に、無事終了しました。バンザーイ。

　2500地区は、やはり広かったです。40泊し走行距離は約7500㎞でした。

　しかし大変だったと思ったこともなく、公式訪問では、多くのクラブを訪問し大歓迎され、ど

のクラブも特色を持ちながら、それぞれの街で多くの奉仕活動をしている姿を見て、ロータリー

の偉大さを十分感じさせていただきました。ありがとうございます。

　会長・幹事会での感想ですが、私は事前にいくつかの質問をしており、公式訪問ではそれを参

考にお話ししたいと伝えておきました。

「１年間どういう気持ちで会長を務めますか？どのようにクラブを引っ張て行くつもりです

か？」この質問には多くの会長・幹事は真摯にご自分の考えを述べており、大変頭が下がりまし

た。１年間クラブをまとめ活性化させ今以上のクラブを作るのは、会長・幹事の意気込みが必要

と思い質問しました。なんの計画も目標もなく漫然と会長・幹事を務めたなら、クラブは停滞、

後退します。また変えることも必要ですが、大きく変えることも危険です。これを聞きたくて設

問としましたが、私の徒労に終わりました。　

　会長・幹事は、私の思っていた以上にクラブの現状を十分把握し将来を考えていました。皆さ

ん頼もしかったです。この感覚を感じ取れただけで、私は「2500地区クラブは、マローニー会長

の思いを十分理解しております。」と日本事務局に報告させていただきます。

　残念でしたのは、多くのクラブが、職業分類表を理解していなかったことです。職業分類表

は、地域社会における事業及び専門職務活動のすべてを含む一覧表で、クラブですでに充填され

ている会員、未充填に該当する候補者を明記したもの。未充填職業を徹底的に分類調査すること

は、クラブ発展の理論的基礎になるもので、毎年８月31日までに見直すよう要請されています。

未充填のところが空白では、場当たり的に会員勧誘することになります。毎年きちんと行ってい

れば、新たな表を作ることは容易です。新たな対象者を追加するだけです。

　マローニー会長は組織的に理論的に会員を増強しよう、職業分類表を活用しましょうと述べて

おります。未充填分類表に早く候補者を書き込み、組織的・理論的に増強活動しましょう。　　

　　　　皆さん増強順調に行ってますか？　　　　残り９ヶ月全力投入！

ガバナーメッセージ

2019－2020年度
国際ロータリー第2500地区ガバナー

吉　田　潤　司
（釧路ロータリークラブ）
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　11月はロータリー財団月間です。世界でのロータリー財団の活動を俯瞰する形で眺めてみたい
と思います。
 ロータリー財団へ寄せられた浄財はロータリー財団創設100周年の特別な年度ではありますが、
2017年度ではなんと総額３億437万ドルでした。これに投資純益その他をプラスすると３億9989
万ドルになります。総資産は10億5867万ドルにもなります。国際ロータリーとの比較では収入で
年間3.5倍、資産ではかつては５倍程度といわれていたのが７倍強です。よく会社に例えて国際
ロータリーは総務部そしてロータリー財団は営業部とも例えられますが、この資金量をみても、
たった26ドル50セントで100年前に始まったロータリー財団が、ロータリーの顔として様々なプ
ログラムを通じて全世界の様々な分野での奉仕活動を支援し、そしていかに高い評価を得ている
かその一旦が垣間見てとれると思います。
　ロータリー財団の最大の事業はポリオプラスです。ビル＆メリンダ財団そして各国政府と協力
しての資金的支援だけではなく、ロータリアン自らがポリオワクチンの投与にボランティアで参
加するなど、多様な支援を実施しています。ここ数年パキスタンとアフガニスタンとの国境地帯
や紛争地域だけに絞られた形で全世界で22名の発生数にとどまった年度もありました。一日も早
いポリオ撲滅宣言が全世界に発信される日が待たれます。
　次にロータリー財団の資金が多く使われているのが、グローバル補助金と言われる「未来の夢
計画」として2013年－2014年度から全世界の全地区で導入された人道的分野の中でも６つの重点
分野に特化された補助金事業です。残念なことに日本全34地区での認知度もしくは事業実績は韓
国、台湾とならんで極めて低く財団本部からもっと積極的に取り組んでもらいたい旨の要望が出
されます。ハードルになっているのは必ず他国の地区もしくはロータリークラブと組んで事業を
しなければいけないといいうことでしょう。私は熱意・パソコン・英語の３つのハードルと呼ん
でおります。
　これと対照的なのが、地区補助金事業です。財団本部への申請は地区の財団委員会が地区内全
クラブの申請を一括して申請しますので、地区内各クラブは補助金管理セミナーに出席して地区
とクラブの間のＭＯＵを締結してあとは、地区補助金小委員会へ申請すればよいだけですので、
使いやすい補助金制度としての地区内各クラブの認知度も年々高くなってきています。その他
「ロータリー平和フェローシップ」などのプログラムがロータリー財団にはあります。ロータ
リー財団のもっとも特徴的な事柄は自分たちが寄付した財団への寄付が、数年後には自分達の目
的に沿った事業の補助金として使用できるということです。そのことによりさらに自分達も参加
するロータリーの具現化へさらに一歩近づくのではないでしょうか。

「ロータリー財団月間に因んで」

　
ロ ー タ リ ー 財 団 委 員 会

笹　谷　芳　夫
（中標津ロータリークラブ）

委 員 長 　
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ガバナー公式訪問レポート
訪問日　2019年9月6日㈮
会　場　てしお温泉　夕映
　　　　会長：赤塚　勤　幹事：竹内　満弘

訪問日　2019年9月９日㈪
会　場　お食事処 牡蠣街道
　　　　会長：竹田　敏夫　幹事：小寺　勉

　天塩ロータリークラブは1971年創立で48年の
歴史と伝統を持つクラブです。最大時は35名の
会員数でしたが、今年度は９名のスタートです。

「天塩ロータリークラブを消滅させたくない」
との思いで会員増強に努めたいと抱負を語って
おられました。
　例会は月２回で第１例会は通常例会、第２例
会は夜間例会で構成されています。夜間例会に
おいて常に会員拡大の話が出ているそうです。
年会費も少額に抑え、入会しやすい環境づくり
に努めています。
　天塩ロータリークラブの半纏を新調し、祭り
等に参加することで町民へのロータリークラブ
の認知度を高めていく活動を進めるようです。
担当者が明確化されている委員会構成で、わか
り易い活動報告書でした。
　地区大会に５名で参加する、少人数でもアク
ティブに活動しているクラブです。

（随行者：2500地区大会実行委員会幹事　西村　智久 記）

　厚岸RCは創立57年の歴史と伝統の老舗クラ
ブです。最盛期には55人程の会員が在籍し、積
極的に海外からの交換留学生も受け入れていま
したが、現在は16名まで減少し、会員純増１名
という目標を掲げております。ただ、会長幹事
懇談会、クラブ協議会、そして、公式訪問例会
時のガバナースピーチを終えた段階で各々が純
増１名では留まらない熱い思いを抱いたことが
伝わってきました。SAAからは、これまでの
会員増強の取り組みが、まるで最近敗戦を重ね、
負けに慣れてしまった日ハムのようであり、あ
らためてロータリアンとしての誇りを持ち、会
員増強に力を入れていきたいとの熱い思いを紹
介していただきました。この日は９月にも関わ
らず30度近くまで気温が上昇したことも相俟っ
て、例会場が大変な熱気に包まれました。
（随行者：2500地区グローバル補助金小委員会委員　荒井　　剛 記）

第１分区　天塩ロータリークラブ

ク ラ ブ 自 慢

第８分区　厚岸ロータリークラブ

ク ラ ブ 自 慢

　この度は2500地区ガバナー吉田様、第１分区ガバナー
補佐山本様、地区大会実行幹事西村様、地区副幹事濱谷
様をお迎え致しまして公式訪問例会が開催されましたこ
と感謝申し上げます。今年度天塩ロータリークラブでは
地区活動方針であります「知らずて語れず！」の方針の
通り、「ロータリーとは・・です」と誇りを持って言え
るよう、学び、語り、楽しんで参りたいと思います。そ
して今後も活発な奉仕活動により町民に共感いただくこ
とで、仲間を増やしていきたいと思います。

（幹事　竹内　満弘 記）

　地域社会への貢献活動として、「ロータリーの森」の
造成とその育成管理をしております。厚岸町森林組合様
のご協力を頂き、1995年から2001年にかけ、約11ｈの町
有地に42,000本のミズナラやマツ等を植樹し、現在もそ
の育成を見守っております。
　また、毎年４月に町内新入学児童全員に連絡袋を贈呈、
さらに交通安全を祈り、町並びに警察署と共に神社にて
交通安全祈願祭を行っております。

（幹事　小寺　勉 記）
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ガバナー公式訪問レポート
訪問日　2019年9月９日㈪
会　場　浜中町商工会館
　　　　会長：加藤　勤也　幹事：松村　嗣弥

訪問日　2019年9月10日㈫
会　場　根室商工会館
　　　　会長：秋穂　智久　幹事：富山　誠

　浜中町は、ラムサール条約登録湿地である霧
多布湿原を擁する人口約5800人の町、ルパン三
世の生みの親であるモンキー・パンチを輩出し
た町としても有名です。例会会場では、ルパン
三世でおなじみの石川五右衛門、次元大介のほ
か不二子といったキャラクターの立て看板が私
達を出迎えてくれました。浜中ロータリークラ
ブは1967年に創立されました。NHKの「プロ
ジェクトX　挑戦者たち」で「霧の岬　命の診
療所」の医師として紹介された道下俊一パスト
ガバナーを輩出した歴史あるクラブです。最盛
期には50人程の会員数が所属しておりましたが
ここ10年間は12名程度で推移しているという現
状を打破するため、会員増強に向け、楽しみな
がらも積極的に力を入れたいという心強い言葉
が会長からありました。
（随行者：2500地区グローバル補助金小委員会委員　荒井　　剛 記）

　ロシア語だけで書かれた案内標識が多くみら
れ、北方領土が間近にあることを強く感じさせ
る根室市。ここに今から61年前に誕生したのが
名門根室ＲＣです。最盛期と比べると半分弱ま
で会員数が減少してしまいましたが、秋穂会長
を筆頭とする若手会員、そして、中堅、ベテラ
ン会員のバランスがよく、クラブ独自の「ロー
タリーの森」委員会を初め、複数の事業に精力
的に取り組まれているとの印象を持ちました。
昨年、創立60周年記念事業として根室公園内に
ある「ひょうたん池」を浄化する事業に続き、
今年は「ひょうたん池」周辺の整備事業を行う
等、積極的に社会奉仕事業を展開されておりま
すし、さらに、数十年ぶりに根室西RCとの合
同事業に取り組む予定とも聞き及んでおり、秋
穂会長の熱い思いが伝わって参りました。
（随行者：2500地区グローバル補助金小委員会委員　荒井　　剛 記）

第８分区　浜中ロータリークラブ

ク ラ ブ 自 慢

第８分区　根室ロータリークラブ

ク ラ ブ 自 慢

　浜中ロータリークラブは、昨年度創立50周年を迎えま
した。半世紀という長い歴史に誇りを持ち、職業を通じ
た奉仕、地域に根ざした奉仕の実践に取り組み、12名と
少人数ながらも会員相互の親睦を密に、仲良く活動して
います。

（会長　加藤　勤也 記）

　根室ロータリークラブは、昨年60周年を迎えました。
先達の手で着手されたロータリーの森造成計画により根
室公園に植樹を始め、昭和40年には正式に「ロータリー
の森」になりました。
　また昨年には創立60周年の記念事業として、１年をか
けて公園の整備事業を行いました。綺麗に生まれ変わっ
た公園を多くの市民に見ていただけるよう、今年はロー
タリーの森ライトアップ事業を予定しています。
　創立時より引き継がれた奉仕の精神を基に、これから
も地域に根ざした様々な奉仕活動を積極的に行っていき
たいと思います。

（会長　秋穂　智久 記）
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ガバナー公式訪問レポート
訪問日　2019年9月10日㈫
会　場　根室商工会館
　　　　会長：平賀　禎彦　幹事：白鳥　一昭

訪問日　2019年9月11日㈬
会　場　別海交流館 ぷらと
　　　　会長：遠藤　博文　幹事：近岡　一詩

　1973年創立、本年度は「原点回帰」をテーマ
に掲げられ、会員数54名の非常に元気と活気の
あるクラブという第一印象を受けました。今年
だけで純増4名、現在の会員数は創立以来最高
の数字だということで吉田ガバナーも大変驚い
た様子で興味深く会長・幹事のお話を聞いてお
られました。
　平賀会長からは自分の会長年度が終わったと
きに、お前の年度は楽しい年だったとメンバー
に言われるようにしていきたい。そしてこのク
ラブの特徴は本番に強いところであり、いざと
いう時の団結力と実行力には自信があるので、
今後もその良さを活かし色々とチャレンジして
いきたいという決意を聞くことができました。
　本年度は会費も１万円ほど下げ、入会しやす
い環境も創っているので、今後も会員増強には
なお一層力を入れたいということです。

（随行者：2500地区副幹事　杉村　荘平 記）

　1976年創立、メンバー数17名のアットホーム
なクラブです。本年度は「夢を見よう。輝こう」
をテーマに掲げられ、魅力ある例会の実現を大
きな目標にすることにより、楽しんで例会に出
席できる雰囲気を創り、とにかくメンバーの出
席率向上を目指していきたいということです。
　今年で39年目を迎えるスケート大会とライラ
セミナーをクラブの中心的な事業として連綿と
継続されていたり、ロータリーの森（にれの里）
という町民の憩いの場の運営・管理事業にクラ
ブを挙げて取り組まれております。
　今年度から例会数を月３回に減らし夜例会を
なくすことにより、メンバーの費用的な負担を
軽減し会員の増強につなげていきたいという決
意も示されておりました。

（随行者：2500地区副幹事　杉村　荘平 記）

第８分区　根室西ロータリークラブ

ク ラ ブ 自 慢

第８分区　別海ロータリークラブ

ク ラ ブ 自 慢

　当クラブは54名の会員で元気にロータリー活動に邁進
中です。特に今年度は各委員会が企画したロータリー事
業が盛沢山であり、担当委員会は忙しく飛び回っていま
す。青少年奉仕委員会は、親子愛をテーマにした映画上映、
社会奉仕委員会は、講師を招いて地域の子供の自立を見
守り育てるためのヒントを市民と共に考えたいと思いま
す。職業奉仕委員会は、中学生の職場体験事業で、地元（会
員企業）の良さを実感してもらい、将来地元に帰ってき
てほしいと願っています。
　会員増強は60名を目指します。

（会長　平賀　禎彦 記）

　わがクラブがある別海町は、人口約15,000人、面積約
1,200平方キロ（東京23区の二倍とか）、牛の数約105,000
頭と日本一の酪農の町です。会員17名の内元農協組合長
２名、現専務一名と酪農の町らしい会員構成です。年間
行事の町内事業所訪問でも最新の飼育、搾乳設備を導入
している酪農家さんを訪問したり、牛乳、乳製品工場で
チーズ作りの体験をしたりして地元の産業にどう奉仕貢
献できるか考えてます。
　会員最高齢は今年94才、別海町歴史の生き字引。ガバ
ナー公式訪問時の看板を墨で書いてくれました。当クラ
ブは常に地元への奉仕と貢献を考えるクラブです。

（幹事　近岡　一詩 記）
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ガバナー公式訪問レポート
訪問日　2019年9月11日㈬
会　場　ホテル摩周
　　　　会長：小家山　勝　幹事：渡邉　明子

訪問日　2019年９月12日㈭
会　場　ホテル緑清荘
　　　　会長：畠山　出　幹事：原田　健嗣

　1957年釧路ロータリークラブをスポンサーと
して創立し、今年で62年目の歴史あるクラブで
す。
　会員数は、最も多い時には51名が在籍してお
りましたが現在は18名。町の人口減少と共に会
員数も減ってしまいました。しかし、今年５月
時点では14名だったものを４名も増加させたこ
とを考えると、まだまだ力を持っているクラブ
です。
　例会を月３回にするといった新しいことを取
り入れていますが、成人式に記念品を贈呈する
事業を40年以上も続けるなど、クラブの伝統も
しっかりと引き継がれています。
　地区補助金を活用した町民の５％が関わる事
業が評価され、地区大会では地区特別表彰を受
賞する予定になっており、そのような大変意義
ある賞は今回で３回目となるそうです。

（随行者：2500地区副幹事　佐藤　貴之 記）

　清里町の街並みは綺麗に整えられており、道
路わきの花壇の花がきれいな印象です。その後
例会場のホテル緑清荘へ到着。今年創立50周年
と歴史の深い清里ＲＣの皆様は40代から80代ま
での会員29名で、創立時も27名とその会員数を
維持し続けてきているクラブです。
　社会奉仕事業としては、清里町産業まつりで
のポリオ撲滅募金活動や交通安全啓発運動、桜
の木の植樹など町に目を向けた活動が印象的で
した。
　ガバナーのお話にもしっかりと耳を傾け、毎
例会での会員増強に努め声掛けを行うと畠山会
長が語っておりました。

（随行者：2500地区副幹事　浅野　清貴 記）

第８分区　弟子屈ロータリークラブ

ク ラ ブ 自 慢

第５分区　清里ロータリークラブ

ク ラ ブ 自 慢

・地域の中で一つの分野を大切に長年奉仕し続けた人に
　「弟子屈賞」を授与する。

・地域の子ども達と海外芸術家と交流が行われ地区補助
　金も活用しながら、町内の学校・施設を訪問する。

（会長　小家山　勝 記）

　現在29名の会員で活動しております。畠山会長を中心
に若い会員が多く、活気あるクラブ運営を行っております。
９月には町内のイベント時にポリオ募金をし、また10月
には交通安全街頭啓発を行う予定です。そして、11月10
日には我がクラブの50周年の記念式典を予定しておりま
す。
　吉田ガバナー公式訪問では、会員増強についてお話を
いただきましたので会員全員で目標に向けて努力してい
きたいと思います。

（幹事　原田　健嗣 記）
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ガバナー公式訪問レポート
訪問日　2019年9月12日㈭
会　場　網走セントラルホテル
　　　　会長：城戸　正博　幹事：阿部　文英

訪問日　2019年9月13日㈮
会　場　ホテルグランディア知床斜里駅前
　　　　会長：藤枝　靖　幹事：野尻　勝規

　1973年に創立した網走西ロータリークラブ。
現在の会員数は52名です。
　創立時に比べ平均年齢が17歳上がってしまっ
ている事、例会出席率が下降気味であることに
危機感を感じているようです。
　しかしながら吉田ガバナーは「まだまだ会員
増強が見込めるクラブ」と感じたようで、70名
を目標にして欲しいと話されました。
　奉仕事業は、特別支援学校の生徒に社会科見
学をしてもらうといった事を継続しており、近
年は網走ロータリークラブと合同で実施してい
るとのことでした。

（随行者：2500地区副幹事　佐藤　貴之 記）

　市街地に入ると道路わきの花壇がとても綺麗
で、見事に整理されていました。
　そのような町の斜里ロータリークラブに到着
すると、会長、幹事、ＳＡＡにきっちりとした
整列で出迎えられました。もちろんどのクラブ
からも出迎えを受けますが、どこよりも緊張感
が感じられました。後でＳＡＡから「今年の会
長、幹事はきっちりしている」と聞かされ、到
着時の雰囲気に納得できました。
　現在の会員数は37名。女性が４名も在籍して
います。ガバナーは会員数70名が見込めるクラ
ブだと話されていました。
　奉仕事業は、社会福祉団体や障害者支援施設
へ30年以上も継続して行っているとお聞きしま
した。           

（随行者：2500地区副幹事　佐藤　貴之 記）

第５分区　網走西ロータリークラブ

ク ラ ブ 自 慢

第５分区　斜里ロータリークラブ

ク ラ ブ 自 慢

　当クラブは、昭和48年８月25日に創立されまして46年
が経過しました。
　創立時の会員25名、平均年令45才でありました。今、
現在の会員数52名平均年令62才であります。吉田ガバナー
より会長・幹事懇談会の席上にて理想とする会員数を問
われ50周年までには、60名に増やしたい。西クラブは、
まだ十分に会員増強が見込めるから70名目指して欲しい
との熱弁を受けました。ガバナーの熱意を受けて70名に
少しでも近付けます様に会員拡大に努めて参りたいと存
じます。
　“拡めようロータリーの仲間、高めよう奉仕の心”私
が掲げたテーマに沿って会員一同頑張ります。

（会長　城戸　正博 記）

　斜里ロータリークラブは、女性会員４名を含む総勢37
名で会員相互の融和と地域との携わりをもって活動して
います。奉仕事業としては、斜里社会福祉協議会主催の

「ふれあいタウン」への参加協力や、障害者支援施設「日
の出学園」への植樹事業や学園祭への協力など30数年間
継続して奉仕活動を行っております。
　また、毎月発行されるロータリーの友で掲載される川
柳投稿には、当クラブの辻舒宏会員の句が全国の数ある
投稿の中から毎月のように入選していることも当クラブ
の自慢のひとつです。

（幹事　野尻　勝規 記）
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ガバナー公式訪問レポート
訪問日　2019年9月20日㈮
会　場　アクアベール
　　　　会長：前田　裕治　幹事：早津　壮史

訪問日　2019年9月24日㈫
会　場　アクア・ベール
　　　　会長：玉垣　範夫　幹事：柴田　俊光

　温和な面持ちの前田裕治会長とサポートする
見た目も若い早津壮史幹事の釧路南ロータリー
クラブは会員31名の平均年齢が53.9歳にもかか
わらず年代別分布ではダントツに40歳代が一番
多く若さに溢れ、女性会員も４名おり若さと華
やかさが印象に残りました。
　クラブ協議会では講評時にハプニングがあり
ガバナーも記憶に残るクラブでありました。
　釧路南ロータリークラブの特筆すべきは毎例
会前に会員の出欠をインターネット上でソフト
を利用し集約しているところです。このソフト
は会員誰でも見られ全会員の出席率が一目で分
かるため出席率の向上にも繋がるものです。我
がクラブにも取り入れたいシステムであります。
　お忙しいなか温かく迎えていただき感謝申し
あげます。ありがとうございました。

（随行者：2500地区副幹事　古谷　守生 記）

　釧路東ロータリークラブでの吉田ガバナー訪
問例会には、玉垣会長、柴田幹事をはじめ、た
くさんの会員の皆様にお集まりをいただきまし
た。玉垣会長は極めて紳士然とされていて、力
強いリーダーシップを感じました。また、柴田
幹事は包容力を持たれた方で、私たちへの御気
配りに大変感銘を受けました。お二人と接し、
釧路東ロータリークラブが益々の発展されるで
あろうと確信した次第です。
　さて、例会等では、吉田ガバナーから提案の
あった会員増強に対し、熱心に意見交換をいた
だきました。業種分類を活用し、リストに基づ
いた熱心で且つ粘り強い、組織的な勧誘活動を
通じ、ロータリアンの輪を拡げていく事等が話
題となりました。
　当日は、玉垣会長をはじめ、皆様に温かくお
迎えをいただきました。心から感謝を申し上げ
ます。           

（随行者：2500地区副幹事　阿部　勝義 記）

第７分区　釧路南ロータリークラブ

ク ラ ブ 自 慢

第７分区　釧路東ロータリークラブ

ク ラ ブ 自 慢

　釧路南ロータリークラブは会員数名誉会員を含む31名
から運営しております。
そのなか、30・40代の会員が全体の半数程度在籍してお
りさらに女性会員も４名在籍しております。　ロータリー
アン暦が長い、短い関係が無く会員全体が家族の様な温
かい雰囲気のあるクラブです。毎週金曜日釧路アクアベー
ルにて12時30分より13時30分まで通常４回例会を実施し
ております。雰囲気が良いクラブとなると出席に関して
も75%の出席率となってます。今後南クラブの活動内容
を更に充実させ出席率を100%に向け取り組んでいこう
と思ってる次第で御座います。また、会員増強にも対し
ても我がクラブの強みを存分に発揮在籍50名へ向け取り
組んでいこうと会員全員一丸となって取り組んでいく次
第で御座います。 

（幹事　早津　壮史 記）

　釧路東ロータリークラブは、昭和46年７月に創立され
今年で48周年を迎えました。
　奉仕と親睦の精神を第一に活動を進めております。奉
仕活動としては、今年25回目の開催になりました、シニ
アパークゴルフ大会があります。
　植樹活動として創立25周年にロータリーの森として樹
木の少ない場所に植樹と交通安全の大きな看板を設置し
ました。国際ロータリー創立100周年にはアオダモの木
を100本植樹しました。どちらの森も植樹以降、毎年春
に清掃活動、夏には草刈りを続けています。
　親睦活動は、毎月の夜間例会、ボーリング大会、麻雀
大会、ゴルフ好きのクラブ会員が多い東クラブは、５月
から10月まで毎月会員主体でゴルフコンペを開催してい
ます。
　他クラブの会員、会員の知人友人、新入会員の勧誘の
にも貢献しています。
　今後も、会員が楽しく集まれるクラブを目指していき
ます。　　　　　　　　　　　　（幹事　柴田　俊光 記）
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ガバナー公式訪問レポート
訪問日　2019年9月24日㈫
会　場　ANAクラウンプラザホテル
　　　　会長：沢田　雅仁　幹事：渡辺　雅樹

　釧路ベイＲＣは葭本パストガバナー及び漆崎
ガバナーノミニーを輩出するクラブです。会員
数は20人程ですが，公式訪問例会の出席者は
18人と驚異の出席率90％を誇る結束力の強い
クラブであることを再認識いたしました。さす
が，マイロータリー登録率100％達成クラブです。
まさに沢田会長のお話された「心地よい」クラ
ブであると感じました。同クラブは，全国の「ベ
イ」がつくロータリークラブと交流する「７ベ
イ友好交流会」のメンバーでもあり，今年度の
交流会は鈴鹿にて開催されると聞き及びました。
また，「次世代への礎」という沢田会長のテー
マを実現させるべく，将棋を子ども達に普及さ
せるための新たな青少年奉仕事業に取り組もう
としているお話を聞き感銘を受けました。
（随行者：2500地区グローバル補助金小委員会委員　荒井　　剛 記）

訪問日　2019年9月25日㈬
会　場　釧路プリンスホテル
　　　　会長：坂入　信行　幹事：　田　武

　釧路北ロータリークラブは、昨年、創立60年
を迎え、これまでに両角克治、坂本一、足立功
一各パストガバナーを輩出した歴史あるクラブ
です。会長幹事会、クラブ協議会、そして、公
式訪問例会を通じ、坂入会長の会員増強に対す
る固い信念が伝わって参りました。最盛期の
100人を目指すという思いを秘めながらも、ま
ずはその土台作りが先決であり、会員増強に向
けた意識を会員相互で共有することが何より重
要であると力強く宣言されておりました。まさ
に「力と心を合わせ一緒になって目的達成の為
に努力することが思いや学びへとつながる」こ
とを意味する坂入会長のテーマ「同心協力　～
思いと関わり～」を体現していると感じました。
（随行者：2500地区グローバル補助金小委員会委員　荒井　　剛 記）

第７分区　釧路ベイロータリークラブ

第７分区　釧路北ロータリークラブ

ク ラ ブ 自 慢

ク ラ ブ 自 慢

　釧路べイロータリークラブ自慢は、会員の団結力が強
く、会員数20名のクラブでありながら葭本ガバナーを輩
出し、二人目のガバナー予定者（漆崎）を輩出するまで
になり。またロータリー財団寄付者メジャードナーが５
名いる事です。今年度吉田ガバナー活動方針「知らずて、
語れず」にそって、会員増強に励み、個々会員の親睦を
図り、２年後漆崎隆ガバナー輩出に恥じぬクラブ作りに
励みたいと思います。

（会長　沢田　雅仁 記）

　吉田ガバナー・地区役員、ガバナー補佐をお迎えして、
大変有意義なお話並びに意見交換が出来ましたことに感
謝申し上げます。
　我々のクラブは、創立62年目を迎え、ガバナーを３人
輩出、会員数80名若で活動を行っております。
　国内にとどまらず国外クラブとも活発に交流を深め、
奉仕事業も地区並びに財団のお力をお借りしながら、行っ
ているところです。
　今年度に於きましては、クラブ外部から講師をお招き
し、分区内の青少年事業や、職業奉仕事業等の活動に勢
力をそそいでおります。

（幹事　　田　武 記）
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ガバナー公式訪問レポート
訪問日　2019年9月26日㈭
会　場　トーヨーグランドホテル
　　　　会長：畠山　祐行　幹事：日野澤　譲

訪問日　2019年9月27日㈮
会　場　レストランはまなす
　　　　会長：進藤　卓嗣　幹事：片山　清孝

　釧路から約100㎞離れた人口２万３千人の中
標津町。中標津ロータリークラブでは独自の会
員増強活動に奮闘していると話す畠山会長と日
野澤幹事。ゲスト卓話を依頼し、その内容でロー
タリアン精神を見定め勧誘するという優れもの
です。一方クラブ事業への取り組みも盛んで、
地区補助金を活用した体育館への時計棟設置の
話や、26年という長い伝統がある青少年サッカー
大会は、今や中標津だけでなく根室エリアも巻
き込んで開催されております。
　長年地域の青少年育成に貢献されたと評価さ
れ、今回の公式訪問例会中に北海道サッカー協
会より表彰されるというビックニュースが飛び
込んできました。
　会長・幹事、会員の方々が地域に密着したロー
タリー愛の溢れるクラブと感じました。

（随行者：2500地区副幹事　小林　隆志 記）

　道東太平洋沿岸の漁業と酪農そして、しそ焼
酎の鍛高譚の紫蘇の生産で有名な白糠町に所在
する白糠ロータリークラブは、来年の創立60周
年を控え本年度は会員数10名でスタートしまし
た。進藤会長のもと、全員が笑顔で一年間活動
することを方針にしています。当クラブの特徴
として、各委員会を会員組織強化・クラブ広報・
クラブ管理運営・奉仕プロジェクト・ロータリー
財団の５つの常設部門に統合し、四大奉仕の理
念を尊重し活動しております。活動内容として、
ロータリーの森、交通安全塔の清掃活動、地域
青年団体との交流を行い、地元白糠の為にでき
ることを常に意識し、また隣接クラブとの合同
例会を実施し、相互交流と情報交換を行うなど、
少人数ならではの機動的な活動を実践されてい
ました。温かくお迎えいただき感謝申し上げま
す。
（随行者：2500地区財務委員会委員　横田　英喜 記）

第８分区　中標津ロータリークラブ

ク ラ ブ 自 慢

第７分区　白糠ロータリークラブ

ク ラ ブ 自 慢

　61年を迎える22名の少数会員のクラブで、自慢できる
様な話は、ありませんが、もし、あるとすれば会員同士
の年齢格差を感じさせない一体感と、国際奉仕の実績、
青少年健全育成を目的に26年間続ける中標津ロータリー
クラブ杯少年サッカー大会があり、今年は、永年の功績
を認められて北海道サッカー協会から表彰を受ける様な
クラブです。

（会長　畠山　祐行 記）

　しそ焼酎鍛高譚の赤しその生産とダイドードリンコ日
本の祭り「たがく魂！荒波を越え～白糠厳島神社例大祭」
で全道放送された海中神輿で有名な白糠町の白糠ロータ
リークラブは昭和35年に設立総会を開き道内33番目７分
区では３番目に発足した歴史と伝統を持つクラブです。
一時は50名近い会員が在籍している時代もありましたが、
近年では10名位での活動となっています。諸先輩が築き
あげたクラブを守る為、ガバナー講演で熱く語られた会
員増強に努めて参ります。

（会長　進藤　卓嗣 記）
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ガバナー公式訪問レポート
訪問日　2019年9月30日㈪
会　場　音別商工会館
　　　　会長：横山　寛道　幹事：川口　恭弘

訪問日　2019年9月30日㈪
会　場　ＡＮＡクラウンプラザホテル
　　　　会長：平　信二　幹事：請川　透

　気温は20度という秋晴れのすがすがしい中、
吉田潤司ガバナーは今までの疲れでしょうか、
若干の風邪気味で、のど飴を利用しております。
　クラブ協議会では、横山寛道会長より来訪の
謝辞をいただいた後、吉田ガバナーからの挨拶
では、音別の特徴として人口の割合からみてロー
タリアンの比率が多いと感想を述べられました。
続いて加納則好第７分区ガバナー補佐からは来
年40周年であることの確認がなされました。ガ
バナー講評ではＲＩ方針に基づき会員増強につ
いて強調され、具体的な30名という目標設定を
提案されました。特に職業分類やグループで増
強活動することが効果的ということです。
　例会プログラムの公式訪問スピーチでも、マ
ローニー会長が警笛を鳴らしている会員数の問
題を中心にお話をしておりました。
（随行者：2500地区財務委員会委員　甲賀　伸彦 記）

　66番目の訪問先釧路西クラブは今年創立50周
年の節目を迎える歴史あるクラブ。現在27名が
在籍され、入会３年目の平会長、そして請川幹
事が会員との連携を密にクラブ運営を行ってい
ます。かつて60名を超える大所帯だっただけに、
会員増強が重点テーマの一つに。このため会長
方針には「Re～新しい時代に～」を掲げてい
ます。クラブ協議会で平会長は、「50年を節目に、
次の50年に向けた人材育成に取組む」と力強く
発言。クラブ協議会および公式訪問例会で吉田
ガバナーは「ロータリアンの使命は会員の増強」

「西クラブは50人のクラブになろう」との大きな
目標を持ち取組んで欲しいと要請。この言葉に
平会長は「吉田ガバナーの言葉を胸に刻み取組
みたい」と話されました。今後のクラブ運営に
期待が持たれます。

（随行者：2500地区副幹事　馬場　雅嗣 記）

第７分区　音別ロータリークラブ

ク ラ ブ 自 慢

第７分区　釧路西ロータリークラブ

ク ラ ブ 自 慢

　音別ロータリークラブは、 1980年５月26日に発足して
から、 本年度40周年を迎えます。
　 当クラブでは、 これまでに親子ふれあいヤマベ放流、 
地元小中学校への図書寄贈、 町内美化清掃活動への参加、 
敬老会へのお祝い等長期に亘り継続して奉仕活動を行っ
ております。 今後もこれらの活動を継続すると共に、 
地元福祉施設と連携し 新たな奉仕活動を実施する計画
を立てております。
　 また、 吉田ガバナーが掲げる「会員増強」にも力を
注ぎ、 現在会員16名の当クラブですが「会員30名」を目
標に取り組んで参ります。

（幹事　川口　恭弘 記）

　釧路西ロータリークラブは今年度創立50周年を迎えま
す。チャーターメンバーが在籍しておりクラブの伝統を
重んじております。かといって固いクラブではなく心の
こもった情深いクラブであります。会員27名中40歳代が
11名在籍しておりとても若く常に活気のあるクラブで
あります。ベテラン会員が若い会員を育て統制の取れた
クラブであります。現在青少年育成事業として会長杯バ
レーボール大会や柔道大会を毎年開催しており37回になっ
ております。これからも新事業を積極的に考えて進めて
行きます。

（幹事　請川　透 記）
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ガバナー公式訪問レポート
訪問日　2019年10月3日㈭
会　場　釧路センチュリーキャッスルホテル
　　　　会長：天方　智順　幹事：松井　聖治

　2500地区67クラブを廻るガバナー公式訪問。
最後に訪れたのはガバナーが所属する釧路ロー
タリークラブでした。
　数日前に38度を超える発熱があったガバナー
でしたがすっかり回復された様子。会長幹事懇
談会では天方会長へ「地区内最大クラブとして
やるべきこと」といった難しい課題を与えてい
ました。
　例会は60名を超える会員に迎えられ、「お疲
れさま！」「おかえりなさい！」の声にホッと
した表情をみせ、67回目のガバナー講話をおこ
ないました。
　全てが終わったあと、ガバナーがポツリと言っ
た「釧路クラブが一番緊張した」という言葉が
印象に残っています。
　当日温かく迎えていただいたこと、そしてこ
れまでの66クラブ訪問に随行いただいた釧路ク
ラブの皆様に感謝申し上げます。

（随行者：2500地区副幹事　樋口　貴広 記）

　日本最大級のコスモス園（約一千万本）を擁する遠軽町太陽の丘えんがる公園虹のひろばで、
９月８日㈰、恒例のコスモスフェスタが開催、遠軽ロータリークラブが“ロータリーデー”を実
施、約一万人の来場者に公共イメージアップとポリオ撲滅募金を果たしました。
　昨年の同フェスタに初めて参加を計画しましたが、北海道胆振東部地震と順延日程は台風のた
め、中止となり、満を持しての開催でした。
　当日は気温が 32.2℃の真夏日、熱中症に気をつけながらの活動でしたが、入口から会場への通
路にブースを設け、会員は汗だくになりながらクラブとロータリーの活動を紹介したチラシを
ペットボトルのお茶などと共に来場者へ配り、ポリオ撲滅のパネルを持ち、声を枯らしながら、
募金を呼びかけました。
　おかげさまでロータリー
活動に多くの人々の関心を
いただき、募金も予想以
上に集まるなど、“ロータ
リー”が熱く輝く日となり
ました。

ロータリーデー
公共イメージアップと

ポリオ募金を果たす
遠軽ロータリークラブ

第７分区　釧路ロータリークラブ

ク ラ ブ 自 慢
　今年度、釧路ロータリークラブは天方会長のクラブス
ローガン ｢CONNECT！ロータリーをよく知ってより
大きな輪をつくろう！｣ のもと、吉田潤司ガバナーを輩
出しているクラブとしてなんとか地区大会を100名を超
える会員で迎えたく会員拡大に努めクラブメンバーの協
力を得て会員数を100名に戻すことが出来ました。
　吉田ガバナーからの、目標をもっと高く持つようにと
の言葉を胸に、更なる拡大、そして残りの目標も達成で
きるようクラブ一丸となって邁進していきたいと思いま
す。

（幹事　松井　聖治 記）

ガバナー月信 11月号12

ガバナー公式訪問レポート・ロータリーデー



ガバナー公式訪問同行記

開拓魂の十勝平野を駆け抜ける

第６分区ガバナ－補佐

大　友　広　明

　2019年－2020年吉田ガバナー年度が始まり、７月10日から８月８日まで公式訪問を行いました。
　６分区は十勝に11クラブがあります。（帯広、帯広北、帯広西、帯広東、帯広南、広尾、芽室、
足寄、清水、上士幌）
　新年度直後の公式訪問でしたので各クラブの会長幹事がバタバタしている中、お邪魔させて頂
きました。
　１回目は帯広ロータリークラブです。小澤会長のもと「すべてに感謝」をテーマに活動してい
ます。６分区で最初にできた歴史のあるロータリークラブで、会員数も１番多いです。吉田ガバ
ナーも最初の公式訪問なので緊張しますとの事でしたがガバナー方針をパワーポイントを使って
伝えて下さいました。最後ガバナー補佐に３分程度スピーチの時間を頂きました。大変緊張しな
がら当クラブの事を話しさせて頂きました。
　２回目は清水ロータリークラブです。藤井会長のもと「会員増強」をテーマに活動しています。
日本で最初の女性会員が入会したロータリークラブで、女性幹事が活躍しています。
　３回目は帯広北ロータリークラブです。松原会長のもと、小学生アイスホッケー大会新事業を
行っています。昨年度細川ガバナーが活躍されたクラブで創立60周年を迎えたロータリークラブ
です。
　４回目は広尾ロータリークラブです。二口会長のもと日勝少年野球大会事業を長くされています。
　５回目は帯広南ロータリークラブです。武田会長のもと、～南クラブ30年の歴史に感謝し、更
なる魅力のあるクラブにしよう～を掲げ、今年度30周年を迎えます。
　６回目は芽室ロータリークラブです。金井会長のもと、給付型奨学金事業を行っています。
　７回目は帯広東ロータリークラブです。加藤会長のもと、～縁と繋がり、更なる進化～を掲げ
メリハリとまとまりのあるクラブで更なる会員増強へ向かっています。
　８回目は上士幌ロータリークラブです。長屋会長のもと、上士幌中学校への図書寄贈事業が今
年度で10年目になります。
　９回目は音更ロータリークラブです。佐藤会長のもと、～知恵をもって知恵をつかう～を掲げ、
音更ロータリークラブ杯音更町ミニスプリント大会の後援や図書文庫購入援助を行っています。
　10回目は帯広西ロータリークラブです。若林会長のもと、
～会員同士互いによく語り合い、友情と奉仕の輪を広げ、
更に魅力ある西クラブにしよう～を掲げ、スポーツによる
地域活性化事業で十勝管内の少年団、クラブチームを対象
としてフットサル大会を開催しました。
　11回目は足寄ロータリークラブです。菅田会長のもと、
地域の特産物のラワンフキのチャリティ販売を行っています。

　５年前の元川田ガバナー補佐の年度にチーフセクレタリー
として同行させて頂いたときにお会いした方々にも再会で
きてとても懐かしかったです。
　各ロータリークラブでいろんな課題を持ちながら解決に
向かって走っている姿を見ました。そしてロータリーの友
情で暖かく迎えてくださいました。本当に感謝申し上げま
す、ありがとうございました。

（帯広西ロータリークラブ）
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ガバナー公式訪問同行記

「志は高く」「目標は大きく」

第３分区ガバナー補佐

石　川　千賀男

　７月11日の富良野ロータリークラブを皮切りに、８月19日から29日の美瑛ロータリークラブま

で12のクラブの吉田ガバナー公式訪問を無事終了することができました。

　この間、ガバナー事務所からの細部に亘るご連絡、幹事、副幹事の皆様、各クラブの会長幹事

の皆様にもご協力を頂いたことに心から感謝を申し上げます。

　さて、会長幹事懇談会、クラブ協議会、公式訪問例会と続くわけですが、それぞれのクラブの

活動計画書の詳細を初めて見ることができましたが、委員会構成など、それぞれの考えで、大き

く六つ委員会で構成しているところもあれば、また17の委員会に細分化されているクラブもあり、

さまざまな事に気づきました。

　これは、クラブの歴史か、或いは、何度も改正されてそうなったのかは定かではありませんが、

統一されていないことに気づきました。そして、クラブの歩みを見ますとやはり旭川ロータリー

クラブは、歴史を感じさせます。昭和９年に全国で、20番目、北海道で、札幌、小樽に次いで３

番目のクラブとして誕生しています。戦時中は解散していますが、昭和21年12月に再起していま

す。スポンサーとして新設したクラブも北見、旭川西クラブをはじめ７クラブもありました。

　さて、吉田ガバナーのスピーチは一貫して「会員増強」「退会防止」「マイロータリーの全員登録」

です。しかも歯に衣を着せない、機関銃のように、本音で、情熱的に語ります。そして、「志は高く」

「目標は大きく」会員増強は会員一人一名くらいの目標を立てて頂きたい。と力強く語ります。

最初はとても無理と思いますが、成程、それくらいの目標で、頑張らなければ達成できないと強

く感じさせてくれます。私も、吉田ガバナーに感化されました。第３分区の補佐としての立場を

頂いた以上、ガバナーの補佐役に徹して目標を立てました。一つは第３分区全体の会員増強達成

の推進役になること。二つ目は第３分区の、「合同奉仕プロジェクト」を、共通の意識のもとに、

国際ロータリークラブの象徴的で、永続的な、奉仕事業を計画し実行すること。三つ目は12クラ

ブの横断的なクラブ交流を行い、クラブ活動の活性化を図ることです。そして、私が所属の旭川

モーニングロータリークラブは吉田ガバナー滞在中に一人の増強を確定いたしました。私は、６

月までの任期中クラブ訪問、会長幹事会などで、会員、先輩諸氏の皆様のご意見ご指導を仰ぎな

がら、目標を達成できるように、努力して参ります。

　ロータリアンは社業も、ロータリー活動も「志は高く」「目標は大きく」持って、前進しましょう。

（旭川モーニングロータリークラブ）
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　前回は、地区補助金を利用した主な事業例、クラブの事業参加資格、制約事項と禁止事項、地
区補助金の配分率についてでした。今回が連載最終回となります。

８．申請・実施・完了までのスケジュール
　申請は、実施する年度の前年度から始まります。すでにご説明済みですが、11月の補助金管理
セミナーへの出席、３月末までのＭＯＵ提出。これを経て、可能な限り詳細な内容を記入頂き、
見積書や仕様書などを添付し５月末までの申請が必要となります。
　事業は、ＲＩ財団にて承認されてから実施可能となります。承認前の事業着手が発覚した場合
は事業停止や事業申請が向こう５年禁止されるなどのペナルティが課せられる場合があります。
なお、事業は１年度内で完了することが義務付けられています。
　事業実施が完了したときは速やかに報告書を提出頂きます。期日は実施年度６月末とさせて頂
いております。
　上記を振り返り、図でお示しし
ます。

９．申請の取下げ・事業に関する変更
　申請済み事業は、上図における
６月の地区補助金申請会議以降、
取下げはできません。
　承認済み事業の内容を変更（事
業規模の縮小を含む）したい場合
は、上期12月中に変更申請が必要
です。また、やむを得ない事由に
より事業をキャンセルしたい場合
は速やかにお知らせください。

10．配分済み地区補助金の返還
　前項で、事業キャンセルの場合
は配分済み地区補助金の全額を返
還頂きます。また、承認を得ず事
業内容の変更を行なわれた場合は
同じく配分済み地区補助金の全部または一部を返還頂きます。また、変更申請後に配分予定の地
区補助金は減額される可能性が高くなります。

11．最後に
　３回の連載ではありましたが、このような機会を与えて頂き、また、最後までお目を通して頂
き、心より感謝申し上げます。地区補助金はあくまでも「補助金」ですが、大切なお金ですので
公平かつ慎重に協議を重ねて配分されるべきものです。そのため、各クラブ様におかれましては、
より慎重な事前調査、綿密な計画、配分される補助金に左右されない事業の実施を何卒宜しくお
願い申し上げる次第であります。
　関連する資料やガイドブックは当地区のホームページの地区補助金カテゴリにアップロードさ
れておりますので、ご確認の上、ぜひご活用ください。ありがとうございました。

わかりやすい地区補助金を目指して
（連載３／３回）

地区補助金小委員会

鶴　見　誠一郎委員長　

（紋別港ロータリークラブ）
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委員会開催報告

〈次第〉
１）ガバナー挨拶　　吉田潤司
〈議題〉
１．ガバナー現況報告　公式訪問他
２．次年度地区チーム研修、PETS、地区協議会について
３．地区行事予定について
　①日程が未定もしくは調整の必要な会議
　・ガバナー指名委員会（通常12月上旬）
　・12月７日㈯戦略計画委員会、地区規則・手続委員会
　・第４回地区諮問委員会（通常２月下旬地区チーム研修時）
　②ロータリー財団補助金管理セミナー他
　　11月23日㈯・24日㈰開催
　③国際大会（ホノルル）について　　　
４．地区規則案作成スケジュールについて
12月７日㈯・３月７日㈯戦略計画委員会、地区規則・
手続委員会

５．RLI導入準備委員会の今後について　　葭本正美委員長
６．その他
　　ガバナー会決算について

〈次第〉
１）ガバナー挨拶　　吉田　潤司
〈議題〉
１．地区大会特別委員会報告
２．地区大会決議（案）
〈出席者〉ガバナー　　　　　　　吉田　潤司（釧路）
　　　　　パストガバナー　　　　清水　幸彦（釧路）
　　　　　パストガバナー　　　　柴田　和明（帯広西）
　　　　　パストガバナー　　　　櫻田　正弘（北見東）
　　　　　パストガバナー　　　　葭本　正美（釧路ベイ）
　　　　　パストガバナー　　　　東堂　　明（旭川北）
　　　　　パストガバナー　　　　駒形　曙美（北見）
　　　　　パストガバナー　　　　成瀨　則之（網走）
　　　　　パストガバナー　　　　細川　吉博（帯広北）
　　　　　ガバナーエレクト　　　松田　英郎（富良野）
　　　　　ガバナーノミニー　　　漆崎　　隆（釧路ベイ）
　　　　　第１分区ガバナー補佐　山本　義憲（利尻）
　　　　　第３分区ガバナー補佐　石川千賀男（旭川Ｍ）
　　　　　第４分区ガバナー補佐　川崎　敏夫（興部）
　　　　　第５分区ガバナー補佐　木谷　　実（留辺蘂）
　　　　　第６分区ガバナー補佐　大友　広明（帯広西）
　　　　　第７分区ガバナー補佐　加納　則好（釧路西）
　　　　　第８分区ガバナー補佐　今井　善昭（弟子屈）
　　　　　地区幹事　　　　　　　木下　正明（釧路）
　　　　　次年度地区幹事　　　　軽米　達也（富良野）
　　　　　次々年度地区幹事　　　成田　育夫（釧路ベイ）

第２回　諮問委員会

地区大会特別委員会

令和元年10月11日㈮　10：00～11：00　　会場：釧路プリンスホテル

2019年10月11日㈮　11：00～11：30　　会場：釧路プリンスホテル
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委員会開催報告

〈次第〉
１）ガバナー挨拶　　吉田　潤司
〈議題〉
１．ガバナー現況報告　公式訪問他
２．地区行事予定について
　　①次年度ライラセミナーついて
３．地区大会クラブ別登録者数について
４．その他

〈次第〉
監査委員長　　成瀨　則之
〈議題〉
１．地区資金一般会計決算書報告
２．連絡事項及び意見交換
３．その他
〈出席者〉
　監査委員長　　　　　　　　　成瀨　則之（網走）
　財務委員長　　　　　　　　　尾越　弘典（釧路）
　2018－2019年度財務委員長　来海　有起（帯広北）
　財務委員　　　　　　　　　　横田　英喜（釧路）

第４回　ガバナー補佐研修会議

第１回　財務委員会

令和元年10月11日㈮　11：30～12：00　　釧路プリンスホテル

令和元年10月11日㈮　11：30～12：00　　釧路プリンスホテル
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地区大会スナップ



　日本の先端技術を学ぼうと、幼い頃からの夢を叶える為に高校を卒業後日本に留学しに来まし
た。今は北見工業大学大学院マテリアル工学専攻の二年生です。電子薄膜材料に関する研究をし
ています。この材料は電圧をかけることにより、色変化を起こし、飛行機のボーイング787の窓
や自動車のミラーに応用されています。一方、コストが高く、実用性が低いため、高性能化およ
び高効率な薄膜作製法の確立を目標に研究が行われています。
　私は米山奨学生を頂く前に学費と生活費を賄うために沢山アルバイトをしてきました。アルバ
イトの時間と勉強の時間のバランスをとりながら生活していましたが、とても大変でした。ま
た、日本で就職するため、今年３月から就職活動をし
ていました。その為アルバイトをする時間があまり無
く、会社の説明会や面接など交通費の工面も苦労しま
した。その為、米山奨学金を頂くことで、お金の心配
がなく、多くの会社の説明会を聞くことが出来まし
た。最終的には、電子部品のメーカー日本ケミコン株
式会社に就職を決まりました。将来は日本の大学と会
社で勉強した知識や日本で働いた経験をもとに、いつ
かは母国の発展に尽くしたいと思っています。また、
奨学金を頂くことにより、バイトの時間を削り、研究
に専念できました。今年九月に札幌で開催した応用物
理学会で自分の研究成果を発表しました。11月台湾で
開催する国際薄膜学会も発表する予定があります。現
在は、学術論文として執筆しており、私が残した研究
成果が形として残したいと考えています。
　奨学生になって経済的面だけではなく、毎週の例会
を通じて多くのロータリーアンと触れ合い、色々な分
野の方とコミュニケーションを取り、私にとって貴重
な情報を得ることができ、視野を拡大することができ
ました。また、カウンセラーの宮城さんが自分の時間
を使って、北海道の観光名所や博物館などに連れても
らい、日本の文化について理解を深め、色々な知識も
身につけることができました。心から感謝を申し上げ
ます。本当にロータリーの奨学生になってよかったと
思います。これからも感謝の気持ちを忘れず、米山奨
学生であるという誇りを心に刻んで頑張って行きたい
と思います。

米山奨学生になって感じた事

米山奨学生レポート

王　　　璠
（中国／北見西ロータリークラブ：北見工業大学）

ガバナー月信 11月号22

米山奨学生レポート



�.   ⽶⼭����� �� ������で学友が��
公益財団法人米山梅

吉記念館の創立 50 周

年式典が、9 月 14 日、

東レ総合研修センター

（静岡県三島市）で開

催されました。全国か

ら約 750 人が登録する

盛会で、三島駅および

記念館と式典会場を結

ぶシャトルバスが到着

するたび、多くのゲス

トが来場。第 2620 地区米山学友会のメンバー

も受付や会場内の案内に協力しました。 

式典の第 1部では、「米山梅吉記念館 特別

功労賞」の受賞団体として当会も表彰されま

した。また、第 2 部では、台湾の故宮博物院

初の女性院長をつとめ、現在は国家芸術基金

会理事長など台湾美術界の要職にある米山学

友の林曼麗さん（1981-83・96／東京保谷Ｒ

Ｃ）が「己欲立而立人 己欲達而達人―米山梅

吉の価値観について」と題する記念講演を行

いました。講演の中で林さんは、常に他者を

自分のように考える仁者についての論語の一

節を引用し、「利他の精神」を実践する梅吉翁

の生き様と中核的価値観、前例のないことに

挑戦するイノベーターとしての功績を紹介。

最後に長年、美術館・博物館の運営に携わっ

てきた経験から、米山梅吉記念館へ向け「閉

ざされた箱から、解放された場に」など 3つ

の提言を送って締めくくり、会場から万雷の

拍手を受けました。 

そのほか、映像で綴

る米山梅吉の足跡「米

山梅吉の跫音」が上映

され、会場を沸かせた

ほか、女優・大塚良重

氏によるひとり語り

「魁の人 米山梅

吉 あなたへ」

が、圧巻の演技と

語りで会場を引き込み、感動のうちに閉会を

迎えました。 
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�. 寄付⾦速報 ― ⽶⼭⽉間にご協力を！ ―
9 月までの寄付金は前年同期と比べて 1.5％

増（普通寄付金:0.4％減、特別寄付金:4.0％

増）となり、約 570 万円の増加でした。2019

年度に入り、前年度比が初めてプラスに転じま

した。直近 10 年間の 9月分のみの単月比較で

は、それぞれ 9 月に 1千万円のご寄付をいただ

いた 2014,2017 年度の次に高い寄付額となり順

調に推移しています。 

10 月は米山月間です。日本のロータリーが

つくり育てた独自の米山記念奨学事業を、引き

続きご支援・ご協力を賜りますよう、よろしく

お願い申し上げます。 

2019 10 Ὦ11  
 “ 
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